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ホーヘンハイム大学
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植物科学で地球温暖化に挑む
～持続可能な食料生産を目指して～

藤田 泰成 主任研究員、教授　
Yasunari Fujita, Ph.D.

気候変動に直面するドイツのブドウ栽培

クリスティアン･ツェルプ 教授　
Prof. Dr. Christian Zörb

3月24日（水）
16:00～19:00
●京都大学国際科学イノベーション棟 （西館5Fシンポジウムホール）

オンライン講演（ZOOM）同時開催

2021年

〒530-0013
大阪市北区茶屋町1-32 YANMAR FLYING-Y BUILDING

https://yamaoka-memorial.or.jp/event/index.html
山岡記念財団ホームページよりお申し込みください。

申し込み〆切：2021年3月23日（火）12：00迄。

ゲーテ･インスティトゥート大阪･京都

共 催

持続可能な社会に向けた食と農業のありかた

日英
同時通訳

定員数  ▶会場50名 ▶オンライン500名

日独交流160周年
Jahre 
Deutschland–Japan 後 援

お申し込み方法



藤田 泰成 主任研究員、教授
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講演会の目的

講演者紹介
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京都大学博士（農学）号取得
日本学術振興会 特別研究員
米国カリフォルニア大学バークレー校 研究員
国際農林水産業研究センター 博士研究員
国際農林水産業研究センター生物資源領域 
主任研究員
筑波大学大学院生命環境科学研究科 
准教授（連携大学院）
国際農林水産業研究センター生物資源・
利用領域 主任研究員
筑波大学生命環境系 准教授（連携大学院）
筑波大学生命環境系 教授（連携大学院）

本科学技術講演会では、2015年9月に国連で採択された持続可能な開発のための目標（ＳＤＧｓ）達成にむけた１７の課題から、地球温暖化防
止に関係が深い「再生可能エネルギー」をテーマとして、3回にわたり日独有識者を招いて講演会を行ってきた。本年度からは、持続可能な開発目
標としても重要な「食」さらには「農業」のありかたについて、3回シリーズで講演会を行う。第1回目の今年は、地球温暖化が植物に与える影響を
テーマとし、日独の有識者による基調講演を行ったのち、パネルディスカッションや交流会を通じて、地球規模のテーマである持続可能な食・農業
のありかたについて、将来を担う若者たちを中心に活発な意見交換がなされることを期待する。

高被引用論文著者 2014 年～2016 年（トムソン・ロイター社）、
高被引用論文著者 2017 年～2019 年（クラリベイト・アナリティクス社）に
6 年連続で選出 栽培作物、ブドウ栽培、気候変動、品質状況、植物栄養

近年、地球温暖化の影響で極端気象が頻発しており、干ばつや砂漠化、塩類
集積などにより農地が失われ、持続可能な食料生産が危ぶまれています。多様
な生態系や生存に必要な環境を守りながら、今世紀中に到達が予測されている
100 億人の食を賄っていくためには、持続可能で頑健な食料生産システムの開
発が必要です。本講演では、先端の植物科学をベースにした分野横断的な地
球温暖化への取り組みの最前線を報告します。

クリスティアン・ツェルプ 教授
栽培作物研究所 常任理事
ホーヘンハイム大学
植物性作物及びブドウ栽培品質講座 教授
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ギーセン ユストゥス・リービッヒ大学生物学部に
て理学博士号取得
英国・米国・ドイツを始めとする複数の研究所
で博士研究員を経験
ギーセン ユストゥス・リービッヒ大学にて植物栄
養学教授資格取得
デトモルト 連邦栄養・食品公社研究員
キール大学 植物栄養及び土壌科学研究所研
究員
英国ブライトン サセックス大学 生物学研究科上
席科学研究員
ライプツィヒ大学 生物学研究所 一般・応用植
物学教授
ホーエンハイム大学 植物性作物及びブドウ栽培
品質講座教授

ドイツではおよそ 2000 年に亘ってブドウが栽培されてきました。現在、気候変
動がブドウ栽培にも影を落とそうとしています。温暖化によってブドウの実の成熟
時期が早まり、収穫時期がズレることから、それぞれのワインに固有のスタイル
や香りが失われる可能性が出てきました。ブドウの木にダメージを与える昆虫や
菌類も増えています。このような問題に対応し、ドイツのブドウ品種の多様性を
未来に残すためのアプローチが求められています。

一般財団法人 山岡記念財団 とは

ヤンマー創業者山岡孫吉は、ドイツ、ルドルフ･ディーゼル博士が発明したディーゼルエンジンの小型実用化に成功し世界中にディーゼルエ
ンジンを普及させました。そのため、創業以来ヤンマーグループは、ドイツの技術・文化への感謝の気持ちを現在も変わることなく継続し
ております。この感謝の念にもとづき、日本及びドイツ両国の文化交流を行い、社会の持続的な発展のために寄与することを目的としています。
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